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人
聞
は
、
一
人
に
な
る
と
寂

し
く
て
孤
独
に
な
り
ま
す
。
私

も
約
二
十
年
前
に
前
校
長
の
上

野
秀
文
が
他
界
し
て

一
人
に
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
理
事
長
と

短
大
学
長
と
い
う
重
責
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
家

庭
も
、
長
女
の
敬
子
先
生
と
そ

の
夫
の
憲
示
先
生
が
移
り
住
ん

で
き
て
、
三
人
の
新
し
い
生
活

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
孤
独
の

寂
し
さ
も
悲
し
み
も
感
じ
て
い

る
暇
も
な
く
現
在
の
仕
事
に
就

口す38 (1)第

副
理
事
長

き
、
ま
た
そ
の
仕
事
が
誰
か
の

幸
せ
の
た
め
に
な
る
と
思
い
な

が
ら
、
夢
中
で
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。

夜
、
寝
室
に
入
る
と

一
人
き

り
の
世
界
に
な
り
ま
す
が
、
明

日
の
学
校
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
の
こ
と
、
そ
れ
ら
の

こ
と
で
頭
の
中
が
い

っ
ぱ
い
に

な
り
、
新
し
い
希
望
も
湧
い
て

き
て
、
静
か
に
休
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

私
た
ち
は
誰
か
の
た
め
に
生

き
て
い
る
の
で
す
。
今
は
い
な

く
な
っ
た
親
の
た
め
に
も
、
喜

ん
で
く
れ
る
か
な
、
と
思
い
な

が
ら
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
私

は
学
校
の
た
め
、
学
生
の
た
め
、

上

野

孝

子

生
徒
の
た
め
、
そ
し
て
教
職
員

の
た
め
、
少
し
で
も
役
に
立
つ

毎
日
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
山
積
し
た
仕
事
を
毎

日
片
付
け
な
が
ら
、
ほ

っ
と
時

間
が
空
い
た
と
き
に
自
分
の
趣

味
の
油
絵
を
描
い
て
お
り
ま
す
。

一
人
に
な
っ
て
寂
し
い
と
思

っ
た
ら
、
人
生
に
は
寂
し
さ
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
夢
と
希
望
が
あ
っ
て
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、自
分
自
身

の
孤
独
さ
を
考
え
る
暇
が
あ
り

ま
せ
ん
。

校
訓
に
あ
る
「自
己
を
敬
え
」

は
自
分
を
大
切
に
し
な
さ
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
親
に
も
ら

っ
た
体
は
大
切
に
、
親
の
喜
ぶ
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は、平成17年4月

に「文星芸術大学

附属中学校jの開

校に合わせて発

刊されました。

よ
う
に
生
き
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
自
分
の
夢
は

力
強
く
、希
望
を
持

っ
て
突
き

進
ん
で
く
だ
さ
い
。

「他
人
を
敬
え
」
は
、
人
を
敬

う
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
世
の
中
で
、
先
生
を
尊
敬
し
、

友
達
を
尊
敬
し
て
仲
良
く
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
て

い
ま
す
。
現
在
の
日
本
は
、
そ
の

尊
敬
を
少
し
忘
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
、
っ
か
。
た
っ
た

一
言
「あ
り
が
と
う
」と
い
う
言

葉
を
出
す
だ
け
で
、
相
手
を
尊

敬
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
何
に

つ
け
て
も
感
謝

し
て
、
「あ
り
が
と
う」
と
い
う

言
葉
が
習
慣
的
に
出
る
よ
う
に

な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

「仕
事
を
敬
え
」
の
「仕
事
」と

は
、
現
在
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て

勉
強
の
こ
と
で
す
。
ま
じ
め
に

勉
強
し
て
い
れ
ば
、
先
生
も
喜

ぶ
し
、
親
も
喜
ぶ
し
、自
分
自
身

も
た
く
さ
ん
の
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と

言
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
今
、
人
生

の
基
礎
を
勉
強
し
て
い
る
の
で

す
。
学
校
は
友
達
が
た
く
さ
ん

い
て
、楽
し
い
こ
と
、
た
め
に
な

る
こ
と
が
多
く
組
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
人
生
の
基
礎
の

三
敬
精
神
の
教
え
を
し

っ
か
り

身
に
つ
け
て
、
立
派
な
生
徒
に

な
る
こ
と
を
私
は
心
か
ら
希
望

し
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
行
事
予
定

マ
一

月

8
日
制

第
三
学
問
開
始
業
式

9
日
附

前

期
学
力
診
断
テ
ス
ト
さ一
年
)

生
徒
臨
休
(
一

・二
年
)

問
日
制

生
徒
臨
休

日同日

ω
学
力
診
断
テ
ス
ト
成
績
発
表

お
日

ω
総
合
的
な
学
習

幻
自
附

後

期
学
力
診
断
テ
ス
ト

生
徒
臨
休

マ
二

月

1
臼

ω
学
力
推
移
調
査
(
一
・二
年
)

学
習
会
会
一
年
)

R
目

制

立
志
式
(
二
年
)

m
M
白
川附

中
大
連
携
授
業
(三
年
)

吃
日
伽
1
'
M日
制

ス
キ
l
教
室
(
一

・二
年
)

日

B
出
総
合
的
な
学
習

m
B
附

予

銭

式
・予
銭
会

辺

Bω
学
習
会

お
臼
附

-m臼
術
学
年
末
考
査

1 p <巻頭書副理事長より>

2 p <高校 秀文杯枝肉体育大会>

3 p <高校 輝け!!文星健児>

4 p <中学 雄飛祭-ハイキング〉

5 p <中学 芸術体験・英語スピーチ>

6 p <文星フォトギャラリー>

高
校
行
事
予
定

マ
一

月

盆
回
一附

第
三
学
制
開
始
業
式

Q

白
附
・
州
首
幽

前
期
入
学
説
験
(生
徒
臨
休
)

時
目
制

校
内
漢
字
テ
ス
ト

四
回

ω・
ゆ

g
m叩

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
鼠
験

n
g伽
3
剖
臼
働

学
年
末
考
査
会
一年
)

目

B
樹

語
口
…出

総
合
学
力
配
述
模
試
(英
二
年
)

宮
ω
整

暴

力
テ
ス
ト
(英

一
年
)

引
日
制

後
期
入
学
誤
験
室

葎
鴎
休
)

マ
二

月

旬
日
凶

新
入
生

一
白
入
学

怨
回
附

予
鶴
岡
式
-予
銭
会

語
口
樹

第
三
学
年
修
了
式

同
窓
会
入
会
式

マ
三

月

1
8印

第
師
団
卒
業
証
書
綬
与
式



号 (2) 38 

生
後
会
空
勺

-
h

2
h
Gち
鴎

s-

第文星芸大開 now!

-h
也
、
ノ

せ
組

一三一一定

F
F
D

会
ロ
↑
咋

徒

作

配

生
出
仲
町
四

イ
・
劃
E

セ

(

こ
ん
に
ち
は
。
生
徒
会
長
の

セ
イ
フ
イ
パ

I
ロ
グ
せ
な
で
す
。

一
年
間
と
い
う
の
は
長
い
よ
う

で
短
く
、
も
う
十
二
月
で
す
ね
。

冬
に
な
り
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
風
邪
な
ど
引

い
て
い
ま
せ
ん
か
。
体
調
に
気

を
つ
け
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
こ
の

一
年
間
を
振
り
返

る
と
、
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

四
月
に
新
入
生
が
入
学
し
、

五
月
に
は

一
日
パ
ス
旅
行
で
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
き

ま
し
た
ね
。
ク
ラ
ス
の
和
が
生

ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特

に
三
年
生
は
私
も
含
め
、
大
い

に
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

六
月
は
校
内
体
育
大
会
。
ど

の
学
年
も
優
勝
を
目
指
し
、
ク

ラ
ス
団
結
し
て
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

九
月
に
入
り
、

三
年
生
は
進

路
決
定
に
向
け

一
生
懸
命
に
努

力
す
る
中
で
、

一
ヶ
月
後
に
控

え
た
学
校
祭
に
向
け
て
準
備
に

入
り
ま
し
た
。
進
路
決
定
と
学

校
祭
の
準
備
と
、
と
て
も
忙
し

い
時
期
を
過
ご
し
た
こ
と
を
思
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い
出
し
ま
す
。
学
校
祭
近
く
に

な
る
と
、
台
風
が
接
近
し
中
止

の
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
通
じ
た
の

か
晴
れ
ま
し
た
ね
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
中
学
生
、
高
校
生
が
思
い

思
い
の
出
し
物
を
し
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
二

般
公

開
当
日
は
、
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ

た
め
に
あ
れ
こ
れ
趣
向
を
凝
ら

し
た
呼
び
込
み
ゃ
接
客
、
も
ち

ろ
ん
各
ク
ラ
ス
の
企
画
も
面
白

く
楽
し
い
も
の
が
多
く
、
最
高

の
学
校
祭
に
な
り
ま
し
た
。
中

学
生
と
高
校
生
の
素
晴
ら
し
い

コ
ラ
ボ
レ
l
シ
ヨ
ン
で
し
た
。

学
校
祭
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に

秀
文
杯
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

互
い
に
全
力
を
出
し
き
っ
た
迫

力
の
あ
る
レ

l
ス
、
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動

リ
レ
ー
や
先
生
方
が
必
死
に
走

っ
た
リ
レ
ー
も
見
応
え
が
あ
り

ま
し
た
ね
。私
事
で
す
が
、
私
の

ク
ラ
ス
で
は
、
史
上
初
?
の
全

競
技
制
覇
を
成
し
遂
げ
、
と
て

も
思
い
出
深
い
行
事
に
な
り
ま

し
た
。・

・
あ
っ
と
い
う
聞
に
十
二

月
で
す
。
時
間
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
学
校

行
事
が
で
き
、
ま
た
生
徒
会
長

の
仕
事
を
全
う
で
き
た
の
は
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や

友
人
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
良
い
お

年
を
!

十

一
月
五
日
(
火
)
に
、
秋
空

の
下
、
秀
文
杯
校
肉
体
育
大
会

が
行
わ
れ
た
。

秀
文
杯
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
大

好
き
だ
っ
た
前
校
長
先
生
の
御

命
日
に
毎
年
開
催
さ
れ
る
体
育

大
会
。
学
年
ご
と
に
ム
カ
デ
競

走、

二
人
三
脚
、
リ
レ

l
、
大
縄

跳
び
、
綱
引
き
の
五
種
目
で
争

わ
れ
た
。
ど
の
競
技
も
白
熱
し

た
展
開
だ
っ
た
。

圧
巻
だ
っ
た
の
が
三
年
五
組
、

全
種
目
優
勝
で
の
総
合
優
勝
。

今
年
の
体
育
大
会
は
記
憶
と
記

録
に
残
る
大
会
と
な
っ
た
。
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カ
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チ
l
ム
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縄
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】
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回
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V

三
年
五
組

一
六
五
回

…
自
動
車
実
習

普
通
科
総
合
コ

l
ス
二
年
生

の
自
動
車
実
習
選
択
者
対
象
の
、

.

特
別
教
育
小
型
車
両
系
の
実
習

が
十

一
月
十
三
日
(
水
)
か
ら
十

五
日
(
金
)
ま
で
行
わ
れ
た
。

十
三
日
は
座
学
で
、
十
四
日

と
十
五
日
に
実
技
が
あ
り
、
初

め
て
操
作
す
る
重
機
に
興
味
津

々
の
様
子
で
あ
っ
た
。
十
五
日

は
あ
い
に
く
の
曇
り
で
あ
り
、

昼
頃
か
ら
降
り
だ
し
た
雨
も
気

に
せ
ず
に
生
徒
達
は
夢
中
で
操

作
を
行
っ
て
い
た
。
操
作
を
行

う
眼
差
し
は
真
剣
そ
の
も
の
で

あ
り
、
何
と
し
て
も
操
作
を
覚

え
よ
う
と
す
る
気
迫
に
満
ち
た繊

十

一
月
十
六
日
(土
)
、
日
光

東
照
宮
か
ら
本
校
ま
で
認
キ
ロ

を
会
強
歩
令
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

日
光
ロ

I
ド
」
が
開
催
さ
れ
、
英

進
科

一
、
二
年
生
九
十
名
が
参

加
し
た
。

受
験
を
間
近
に
控
え
た
三
年

生
の
合
格
祈
願
を
し
、
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
全
力
で
歩
く
と
い

う
決
意
を
込
め
て
「
ラ
イ
オ
ン

主
義
」
を
大
声
で
唱
和
し
て
か

ら
、
遥
か
先
の
ゴ

l
ル
を
目
指

し
、
朝
七
時
半
に
元
気
よ
く
出

発
し
た
。

歩
き
始
め
は
、
快
調
に
笑
顔

を
見
せ
な
が
ら
に
こ
や
か
な
雰

講
習
で
あ
っ
た
。

五
十
三
名
の
受
講
者
の
真
剣

な
姿
に
は
、
教
え
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
コ
マ
ツ
教
習
所
の
先
生

も
感
心
し
て
い
た
。
生
徒
達
に

は
講
習
を
通
じ
て
技
術
を
磨
い

た
経
験
を
生
か
し
、
更
な
る
向

上
を
期
待
し
た
い
。

囲
気
で
歩
い
て
い
た
。
行
程
の

中
盤
二
十
キ
ロ
地
点
、
日
光
市

と
宇
都
宮
市
の
境
界
に
あ
る
鞍

掛
ト
ン
ネ
ル
あ
た
り
か
ら
、
疲

れ
や
足
の
痛
み
で
苦
し
そ
う
な

生
徒
も
い
た
。
順
調
に
歩
く
生

徒
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
何

度
も
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
歩
く

生
徒
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が
ら

歩
く
生
徒
、
途
中
涙
を
流
し
、
く

じ
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
歩

く
生
徒
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
が
、

夕
方
五
時
頃
に
は
全
員
が
無
事

に
学
校
に
到
着
し
、
完
歩
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

学
校
で
は
、
先
生
や
大
学
生

の
先
輩
方
が
準
備
し
た
豚
汁
う

ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
、
お
互
い

の
健
闘
を
称
え
あ
い
な
が
ら
達

英
造
問
研
究
会

私
た
ち
英
語
研
究
会
は
、
現

在
英
検
準

一
級
の
取
得
を

一
つ

の
目
標
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
二

学
期
に
は
、
オ
パ
マ
大
統

領
の
演
説
を
和
訳
し
て
、
英
語

の
語
葉
力
と
表
現
力
を
身
に
付

け
ま
し
た
。

二
学
期
に
は

「速
読
英
単
語

上
級
編
』
(
Z
会
)
を
会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
購
入
し
、
毎
週
ノ
ル
マ

を
決
め
て
確
認
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

他
に
も
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の
練

習
や
学
般
英
字
新
聞
の
発
行
な

ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

*
毎
週
金
曜
日
の
放
課
後
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

成
感
と
と
も
に
充
実
感
に
満
ち

た
表
情
を
み
せ
て
い
た
。

こ
の
完
歩
し
た
と
い
う
経
験

を
通
し
て
、
大
き
な
壁
に
直
面

し
て
も
、
諦
め
ず
に

一
歩

一
歩

前
に
進
も
う
と
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
、
実
践
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。楽しし1なまだまだ余裕
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十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
、
新
人
戦
の
大
会
結

果
な
ど
を
ご
報
告
し
ま
す
。

※
(
普
)
H
普
通
科

文星芸大附 now!

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選

字
工
を
破
り
全
国
大
会

へ
日

十

一
月
四
日
(
月
)
に
行
わ
れ

た
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会
(ウ
イ
ン
タ

ー
カ
ッ
プ
)
県
大
会
決
勝
戦
で
、

本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

宇
都
宮
工
業
と
対
戦
し
た
。

第
3
ク
ォ

l
タ
ー
ま
で

一
進

一
退
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
が
、
本
校
勢
が
第

4
ク
ォ

l

タ
1
で
字
工
を
突
き
放
し
、

4

年
ぶ
り
5
度
目
と
な
る
本
選
出

場
を
決
め
た
。

本
校
の
初
戦
は
十
二
月
二
十

五
(
水
)
、
東
京
体
育
館
に
て
行

わ
れ
る
。
全
国
の
舞
台
で
の
活

躍
を
祈
り
た
い
。

号

卓

球

部

県
新
人
戦
贋
回
選
手
優
勝
H

団
体
と
と
も
に
関
東
大
会
へ

十

一
月
十
五
日
(
金
)
か
ら
行

わ
れ
た
県
高
校
新
人
卓
球
大
会

に
本
校
卓
球
部
が
出
場
し
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
戦
、
本
校

38 (3 )第

の
慶
田
匠
悟
選
手
(
普

一
年
)
は

清
水
選
手
(
青
藍
)
を
下
し
、
十

二
月
二
十

一
日
(
土
)
か
ら
山
梨

県
で
開
催
さ
れ
る
関
東
選
抜
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

ま
た
、
団
体
の
部
で
は
決
勝

リ
l
グ
で
青
藍
泰
斗
に
敗
れ
る

も、

2
勝

1
敗
の
準
優
勝
で
同

じ
く
関
東
へ
駒
を
進
め
て
い
る
。

柔

道

部

県
新
人
戦
個
人
の
部

“
い
同
級
松
本
選
手
優
勝
日

十
一
月
二
日
(
土
)
に
行
わ
れ

た
県
高
校
柔
道
新
人
大
会
に
て
、

本
校
柔
道
部
は
団
体
の
部
で

3

位
に
入
賞
し
、
階
級
別
で
大
い

に
健
闘
し
た
。

以
山
同
級
決
勝
戦
、
本
校
の
松

本
康
佑
選
手
(
普
二
年
)
が
宮
川

選
手
(
白
鴎
)
を
破
り
、
見
事
優

勝
に
輝
い
た
。
ま
た
、

ω均
級
で

斎
藤
大
貴
選
手
(
普
二
年
)
が
準

優
勝
、
さ
ら
に

η
均
級
で
土
屋

暗
仰
選
手
(
並
旦

一年
)
が

3
位
に

入
賞
し
た
。

テ
ニ
ス
部

県
新
人
戦
団
体
無
念
の
3
位

十

一
月
二
日
(
土
)
に
行
わ
れ

た
県
高
校
テ
ニ
ス
新
人
大
会
団

体
の
部
に
本
校
テ
ニ
ス
部
が
出

場
し
た
。

準
決
勝
戦
に
お
い
て
強
豪
足

工
大
に
敗
れ
た
本
校
勢
は
、
関

東
大
会
出
場
を
か
け
て
宇
都
宮

北
と
対
戦
二

歩
及
ば
ず

3
位

と
な
り
、

3
年
連
続
の
関
東
大

会
出
場
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

剣

道

部

中
部
支
部
新
人
大
会
制
覇

個
人
の
部
安
部
選
手
優
勝
目

十

一
月
八
日
(
金
)
、
九
日
(
土
)

に
行
わ
れ
た
、
平
成
二
十
五
年

度
中
部
支
部
新
人
剣
道
大
会
に
、

本
校
剣
道
部
が
出
場
。
団
体
の

部
決
勝
戦
で
真
岡
高
を
退
け
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
個
人
の
部
決
勝
戦
に

て
、
本
校
の
安
部
天
斗
選
手
(
普

二
年
)
が
露
蒔
選
手
(
真
岡
)
を

破
り
優
勝
。
佐
藤
完
選
手
(
普
二

年
)
、
大
橋
選
手
(
普
二
年
)
が

3

位
に
入
賞
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

中
部
地
区
新
人
戦
4
強

十
二
月
十
四
日
(
土
)
に
行
わ

れ
た
中
部
支
部
新
人
大
会
準
決

勝
戦
で
、
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は

真
岡
高
と
対
戦
。
決
勝
進
出
を

賭
け
た
大

一
番
で
あ
っ
た
が
、

一
歩
及
ば
ず
敗
退
し
た
(
真
岡

高
は
今
大
会
優
勝
)
。

な
お
、
本
校
勢
は
今
大
会
の

成
績
に
よ
り
、
県
新
人
大
会
の

シ
l
ド
権
を
獲
得
し
た
。
県
大

会
で
の
活
躍
を
祈
り
た
い
。

写

真

部

県
高
校
総
文
祭
写
真
展

奨
励
賞
受
賞

十
二
月
六
日
(
金
)
か
ら
九
日

(
月
)
に
行
わ
れ
た
、
第
話
回
県

高
校
総
文
祭
写
真
展
に
お
い
て
、

本
校
の
村
本
優
雅
君
と
菅
谷
絢

太
君
(
と
も
に
普

一
年
)
が
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

村
本
君
の
作
品
「
陽
光
」
は
陽

の
光
射
す
建
造
物
の
風
景
を
、

菅
谷
君
の
作
品
「お
ひ
る
ね
」
は、

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
眠
る
猫
を

そ
れ
ぞ
れ
捉
え
た
。
被
写
体
が

放
つ

一
瞬
の
輝
き
を
見
逃
さ
な

い
写
真
へ
の
情
熱
が
、
今
回
の

受
賞
を
も
た
ら
し
た
。

本
校
写
真
部
の
今
後
の
更
な

る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

P
お
知
ら
せ

P

来
る

一
月
二
十
五
日
(
土
)
、

栃
木
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
恒
例
の
文
星
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
で
市
回
目
と
な
る
恒
例
の
芸

術
の
祭
典
。
男
子
女
子
合
同
の

音
楽
部
を
始
め
、
本
校
和
太
鼓

部、
女
子
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
部
、
吟
詠
剣
士
舞
部
、合
唱
部

の
面
々
が
参
加
予
定
で
す
。

文
星
の
総
力
を
挙
げ
た
熱
演

に
こ
う
ご
期
待
け

宮第
瀬三君涌細平中鈴小金海岩板荒呈 127
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第
却
回
全
商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定

{速
度
部
門

一
級
}

湧

井

隆

行

{速
度
部
門
二
級
}

金

田

幸

祐

木

村

哲

也

鈴

木

稔

也

渡

遺

大

雅

小
川

雄

樹

木

村

亮

ア
ロ
ン
ソ
キ
ス
ベ
・
ジ
ヤ
ン
マ
ル
テ
イ
ン

鶴

牧

史

弘

石

川

亮
太

犠

部

涼

太

朗

薄

井

海

斗

大

久

保

賢

人

菊

田

誉

菊

地

涼

太

坂

永

空

嶺

横

松

辰

哉

{三

級
}

岩

本

和

也

江
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木

健

人
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{速
度
部
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三
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輝
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吾
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細
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太

小
森
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将
太

杉

浦

優

太

原

健

斗

柳

竜

一

大
河
原
崇
貴

加

藤

匠

菊

池

健

司

鈴

木

駿

哉

皆

川

旅
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山
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之
介

山
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村
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亮
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{速
度
部
門
四
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伊

藤
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輝

海

野

大

草

拓

夢

大

村

君

嶋

竜

一

黒
川

佐

瀬

裕

也

高

津

木
野
内
彰
太
小
平

日
本
漢
字
能
力
検
定

【準
二
級
}

服
部

【三

級
}

手

塚

謙

一

実
用
英
語
技
能
検
定

{二

級
】

宇
賀
神
慶
行

{準
二
級
}

岡
本

一
仁

福

田

貴

洋

{三
級
}

植
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慧
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今
年
度
の
雄
飛
祭
も
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
体
育
館

で
中
学
生
も
歌
を
披
露
し
た
り
、

ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。

一一
日
目
の

一
般
開
放
で
は
、
各

ク
ラ
ス
と
も

一
生
懸
命
準
備
を

し
て
き
た
出
し
物
を
、
精

一
杯

運
営
し
、

一
般
の
方
々
の
入
り

も
盛
況
で
し
た
。ま
た
、

P
T
A

に
お
い
て
も
、
や
き
そ
ば
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
の
出
店
な
ど
が
あ

り
、
中
学
校
全
体
が
盛
り
上
が

っ
た
雄
飛
祭
と
な
り
ま
し
た
。

文星芸大附 now!平成25年12月24日

「
雄
飛
祭
を
振
り
返
っ
て
」

生

徒

会

長

新

井

大

気

「凌
駕
」
こ
の
意
味
は
、
他
の

も
の
を
し
の
い
で
、
そ
の
上
に

出
る
こ
と
。

一
年
生
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
最
初
の
雄
飛
祭
と
し
て
、

ダンスを披露

ほ
か
の
ク
ラ
ス
に
負
け
な
い
よ

う
な
企
画
を
作
る
こ
と
を
目
標

に
頑
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、

二
、

コ
一
年
生
は
前
年
を
上
回
る
よ
う

な
企
画
を
作
る
こ
と
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
僕
た

ち
生
徒
会
で
は
新
た
な
試
み
と

し
て
校
内
放
送
を
行
い
、
雰
囲

気
づ
く
り
と
し
て
中
高

一
貫
棟

に
B
G
M
を
流
し
ま
し
た
。
前

生
徒
会
を
凌
駕
す
る
こ
と
、
そ

れ
を
目
標
に
し
て
が
ん
ば
っ
て

き
ま
し
た
。
次
年
度
生
徒
会
が

僕
の
代
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
よ
り
良
い
生
徒
会
を
作
っ

て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

雄
飛
祭
当
日
は
晴
天
で
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
来
校
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の

団
結
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

P

T
A
の
保
護
者
の
方
々
の
協
力

も
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
雄

飛
祭
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
に
も
感
謝
し
ま
す
。

来
年
、
僕
た
ち
三
年
生
は
高

校
生
に
な
り
ま
す
。
高
校
生
に

な
る
と
、
食
料
の
取
り
扱
い
や
、

販
売
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
企

画
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
今
年

の
企
画
を
凌
駕
で
き
る
よ
う
頑

張
り
、
さ
ら
に
雄
飛
祭
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二

年

二

組

森

下

優

大

二
回
目
の
雄
飛
祭
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
昨
年
の
教
訓
を

生
か
し
、

一
年
生
の
時
よ
り
も

ス
ム
ー
ズ
に
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
僕

た
ち
の
ク
ラ
ス
は
ス
ト
ッ
プ
モ

ー
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
初
め
か
ら
動
画
を
撮

る
の
で
は
な
く
、
静
止
画
を
何

枚
も
撮
っ
て

一
コ
マ

一
コ
マ
を

つ
な
げ
て
動
画
に
し
て
い
き
ま

す
。
と
て
も
手
聞
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
も

あ
り
、
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
進
級
す
る
と
き
に
ク
ラ

ス
替
え
を
し
た
の
で
、
去
年
と

は
違
、
つ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
共
に

一

緒
に
作
業
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
、
初
め
は
慣
れ
な
い
部
分
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
少
し
ず

つ
歩
み
寄
っ
て
協
力
し
、
最
終

的
に
は
み
ん
な
で

一
つ
の
作
品

を
最
高
の
形
で
仕
上
げ
る
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
中
学
校
最
後
の
雄
飛

祭
で
す
。
ま
た
頑
張
り
た
い
で

す
。

一
年
一
組
松
本
芙
美
子

私
が

一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
「世
界

一

行
き
た
い
教
室
」
で
す
。午
前
の

部
も
午
後
の
部
も
ど
ち
ら
も
盛

況
で
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
巨
大
ボ
ー
リ

ン
グ
は
お
客
さ
ん
に

一
番
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
ゲ
l
ム
だ
と

思
い
ま
す
。
私
の
担
当
だ
っ
た

男
装
女
装
当
て
ク
イ
ズ
も
、
と

て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
写
真
が
ク
イ
ズ
の
問
題

に
な
っ
て
い
た
写
真
も
あ
っ
て
、

少
し
は
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
う
れ
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス

一
年

一
組
の
入
場
者
数
が
三
百

人
を
超
え
た
こ
と
で
す
。
予
想

外
の
人
数
に
驚
き
、
ク
ラ
ス
み

ん
な
で
協
力
し
て
、

一
生
懸
命

準
備
し
た
か
い
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

来
年
の
雄
飛
祭
も
大
勢
来
て

く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

stop motion movie 

ジャム工房

生
徒
の
感
想

一
年
二

組

入

谷

紗

菜

十

一
月
五
日
に
ハ
イ
キ
ン
グ

に
い
き
ま
し
た
。
赤
沼
か
ら
泉

門
池
、
光
徳
牧
場
ま
で
の
コ

ー

ス
を
小
田
代
ケ
原
、
戦
場
ヶ
原

を
通
っ
て
歩
き
ま
し
た
。
奥
日

光
な
の
で
歩
き
始
め
た
頃
は
と

て
も
寒
か
っ
た
で
す
。
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
は
木
し
か
な
く
て

景
色
が
何
も
見
え
ず
心
配
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
足
元
も
前
日

に
降
っ
た
雨
の
せ
い
か
ぬ
か
る

み
が
あ
り
、
所
々
に
木
の
根
や

段
差
が
あ
っ
て
と
っ
て
も
疲
れ

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
や
っ

と
、
小
田
代
ケ
原
が
見
え
て
き

て
、
と
て
も
景
色
が
き
れ
い
で

し
た
。
小
田
代
ヶ
原
は
初
め
て

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
ハ

イ
キ
ン
グ
に
十

一
月
五
日
(
火
)

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

奥
日
光
方
面
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

で
し
た
。
紅
葉
は
ピ

1
ク
を
す

ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち

は
大
自
然
に
触
れ
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
学
年
毎
に

コ
l
ス
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ

l
ス
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

一
年

生

赤

沼

1
光
徳
牧
場

二
年

生

湯

元

i
赤
沼

三
年

生

赤

沼

1
西
ノ
湖

行
っ
た
所
な
の
で
景
色
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

泉
門
池
で
昼
食
を
食
べ
て
ま
た

歩
き
始
め
た
け
れ
ど
、
疲
れ
て

し
ま
っ
て
途
中
か
ら
は
足
が
あ

が
ら
な
く
て
大
変
で
し
た
。
そ

し
て
ゴ

l
ル
の
光
徳
牧
場
が
見

え
た
時
に
は
と
て
も
達
成
感
が

あ
り
ま
し
た
。
歩
き
終
わ
っ
た

後
の
ア
イ
ス
は
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

今
回
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
て

身
近
に
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
良
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。

光徳沼にて(1年2組)小田代ヶ原で昼食
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十
一
月
二
十
日
(
水
)
、文
星

芸
術
大
学
に
て
、
芸
術
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

第

一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

日
本
画

光
る
泥
団
子

デ
ザ
イ
ン

文星 芸大附 now!

生
徒
の
感
想

一
年
一
組
菊
池
香
陽

私
た
ち
は
、
今
回
芸
術
体
験

で
、
文
星
芸
術
大
学
に
行
き
、
日

本
画
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
体

験
の
内
容
は
、
観
音
像
を
墨
と

雀
頭
筆
と
い
う
細
い
筆
を
使
っ

て
模
写
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
た
だ
模
写
す
る
だ
け
と
い

う
こ
と
で
二

見
簡
単
そ
う
に

見
え
ま
す
が
、
い
ざ
描
こ
う
と

思
う
と
手
が
震
え
て
し
ま
い
描

き
づ
ら
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
観

音
の
頭
の
部
分
の
装
飾
が
と
て

も
細
か
く
て
難
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
模
写
は
墨

一
色
で
描
い

た
の
で
、
墨
の
濃
淡
を
使
っ
て

表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

体
験
し
た
時
間
は
約
三
時
間
で

号38 (5 )第

し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
時

間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
、

三
時
間

も
や
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
模
写
の
お
か
げ
で
、

少
し
は
集
中
力
が
高
ま
っ
た
気

が
す
る
の
で
、
こ
れ
を
普
段
の

学
習
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
普
段
の
美
術

の
時
間
で
は
絵
具
等
を
使
っ
て

描
く
の
が
、
今
回
は
墨
の
み
と

い
う
こ
と
で
、
と
て
も
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
こ
の

よ
う
な
体
験
が
あ
る
の
な
ら
、

ま
た
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

一
年
一
組
土
井
珠
良

今
回
私
達
一
年
生
は
、
大
学

に
日
本
画
を
学
び
に
行
き
ま
し

た
。内
容
は
、
仏
様
の
絵
の
コ
ピ

ー
紙
を
和
紙
の
下
に
お
い
て
、

雀
頭
筆
と
い
う
小
さ
め
の
筆
で

墨
を
使
い
、
模
写
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
描
く
所
に
よ
っ

て
、
筆
の
持
つ
と
こ
ろ
を
根
元

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
し
て
み

仏画の模写

た
り
、
線
の
太
さ
を
調
整
し
て

描
い
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
頭

の
部
分
が
一
番
細
か
く
描
か
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
自
分
な
り

に
工
夫
し
て
描
い
て
い
た
ら
、

先
生
が
色
々
な
太
さ
の
線
を
う

ま
く
使
え
て
い
る
と
ほ
め
て
く

だ
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
何
人
か
時
間
内
に
描

き
終
え
た
人
も
い
ま
し
た
が
、

私
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、

コ
ピ

l
紙
を
持
ち
帰
り
た
か
っ

た
で
す
。
私
は
芸
術
が
好
き
で

す
。今
回
の
芸
術
体
験
で
は
、
仏

画
の
模
写
や
た
く
さ
ん
の
絵
師

の
絵
に
触
れ
、
私
も
う
ま
く
な

り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
来

年
の
芸
術
体
験
も
楽
し
み
で
す
。

1年生真剣です

十
月
十
九
日
(
金
)
、
宇
都
宮

市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
宇
河
地

区
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。三
名
の
代

表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
・
優

良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ス
ピ

ー
チ
の
内
容
は
、

『雄
飛
』
に
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

優
秀
賞

年年年

水謝唐
戸津

優
良
賞

ゆ有初
い佳奈

う
つ
の
み
や
ジ
ュ
ニ
ア
芸
術
祭

学
校
書
道
展

半
紙
の
部

金
賞

三
年

銅
賞

二
年

一
年

条
幅
の
部

金
賞

三
年

銅
賞

二
年

一
年

短
歌
の
部

金
賞

一
年

菅清酒
野水井

水増石
戸湖川

片
桐

美彩貴
帆花寛

ゆ琴綾
い音乃

'恒
輝

J
A
第
五
十
七
回

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
社
長
賞

三
年

酒

井

貴

寛

下
野
教
育
書
道
展

金
賞

一
年

水

戸

銀
賞

三
年

酒

井

貴ゆ
寛い

税
に
つ
い
て
の
作
文

宇
都
宮
税
務
署
管
内

貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

二
年
大
金
万
知
鼓

品
議
室
九
I
Mは
ru下

U

imacを使ったデザイン

「
お
も
し
ろ
い
新
聞
が
届

い
た
ん
で
す
よ
。
」

あ
る
朝
、
生
徒
が
新
聞
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
付
は
、

二
O
九
三
年
六
月

二
十
日
。
八
十
年
後
を
予
測

し
た
「
未
来
新
聞
」
で
、
あ
る

新
聞
社
の
創
刊
八
十
周
年
に

合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。

一
面
の
ト
ッ
プ
記
事
は
「世

界
初
『
マ
イ
宇
宙
船
」
解
禁
」。

個
人
に
よ
る
宇
宙
船
の
保
有

を
世
界
で
初
め
て
解
禁
す
る

方
針
を
政
府
が
固
め
た
、
と

い
う
記
事
で
し
た
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、

地
球
で
使
わ
れ
る
電
力
は
す

べ
て
月
面
で
の
太
陽
光
発
電
で

ま
か
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
新
聞
を
囲
ん
で
話
す
何

人
か
の
表
情
は
、
い
つ
か
自
分

た
ち
が
作
り
出
す
未
来
に
向
け

て
の
期
待
や
希
望
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。

十
二
月
に
入
り
、
生
徒
達
が

目
の
前
に
迫
っ
て
き
た
進
学
に

向
け
て
焦
り
や
不
安
げ
な
様
子

を
少
し
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
は
勉
強
に
追
わ
れ
る

日
々
で
す
が
「自
分
の
夢
ゃ
あ

こ
が
れ
を
追
い
か
け
て
新
し
い

時
代
を
生
き
て
い
く
こ
と
は
、

楽
し
い
こ
と
な
ん
だ
。
」と
信
じ
、

自
分
の
道
を
し
っ
か
り
歩
ん
で

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
話
も
つ
い
学
力
的
な

話
に
偏
り
そ
う
に
な
る
の
で

す
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
意
識

し
て
、
生
徒
達
と
関
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
日
々
の
生
活
の

中
で
「人
間
関
係
形
成
力
・
社

会
管
理
能
力
」
「自
己
理
解
・自

己
管
理
能
力
」
「
課
題
対
応
能

力
」
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
能
力
」等
生
徒
達
が
向
か
う

進
路
に
必
ず
必
要
な
力
を
、
色
々

な
言
葉
や
体
験
を
通
し
て
身

に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

生
徒
達
と

一
緒
に
未
来
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
、
日
々
の
生
活
を
大
切

に
過
ご
し
た
い
で
す
。
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